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研究成果の概要（和文）：研究代表者・分担者による３年間のフィールドワークによって、これまで着目されて
こなかった様々なポスト開発の運動の実例が明らかになった。池亀の調査ではグルを媒介者とすることで深刻な
水不足に瀕した地域で新しい灌漑事業が始まっている。田辺は部族民の住むインド山岳地帯における「開発」状
況について調査し、NGOがコンドたちを開発支援・教育支援をして、平地でのメインストリームに合流させる
「主体化の政治」を明らかにした。石坂は日本発の「自然農法」がインドで代替的な方法として影響力を増して
いる現状について調査した。また竹村はシンガポールにおけるタミル系移民による新たな伝統の創造の歴史過程
を明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Through 3-years of field work, the researchers in our project have 
discovered many examples of ‘post-development’ which have not been previously recognised. Ikegame 
has found, for example, a case in which a guru enabled irrigation project in a drought prone area. 
Tanabe has recognised ‘the politics of subjectivation’ in a tribal area where NGOs encouraged 
development and education and reconnected tribal populations into the mainstream. Ishizaka has 
researched the growing influence of ‘natural farming’, that has originated in Japan, as an 
alternative farming method in India. Takemura has traced a history of new ‘national tradition’ 
promoted by Tamil migrants in Singapore.

研究分野：文化・社会人類学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本プロジェクトの学術的・社会的意義は、これまでの開発研究では見落とされてきた、国家や国際機関主導では
ない、しばしばボトムアップ的な様々な開発運動を「ポスト開発」として捉え直し、具体的な事例を通じて、共
生の倫理、民主主義、持続可能な資源の有効利用といった現代的な課題を考えることにある。本研究の成果は、
媒介者の役割がこうした現代的な課題の糸口として有効に機能していることを明らかにし、これからの開発を考
える上で重要な視点を提出した。現地の人々が主体的に模索している開発のあり方が今後の援助政策にも生かさ
れるよう、広く本研究の成果を公表して行く予定である。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 

 これまで人類学と開発とは必ずしも歩調を共にする関係ではなかった。人類学者の知識を植

民 地統治や少数民族の統治に役立てようとする動きと、現地の人々の文化を守ろうとする人類

学者とはしばしば対立しがちであった。1990 年代にはポストコロニアル批判の流れをうけて、

エスコ バール(Escobar 1995)に代表されるような人類学者による開発批判が行われた。開発批

判は開発 の言説(進歩、貧困)を新植民地主義と捉え、先進国から後進国への一方的な開発が、

結果的に 後進国の依存を強固なものにしているとした。2000 年代以降、開発を一枚岩的に否

定する開発批判に対して、開発プロジェクトかが生み出す複雑な関係性、開発の多様なアクタ

ーが作り出すネットワーク、予期しなかった影響などを詳細に描いていく「開発の民族誌」が

生まれてくる。モス (Mosse 2005)らに代表されるこの学派は、一方的に見えがちな開発の多様

性を明らかにし、トップダウン型の開発の地域社会へのインパクトを具体的に分析している。

しかしラトゥールのアクターネットワーク論に強い影響をうけた「開発の民族誌」派はネット

ワーク内部の政治性に無自覚になりがちで、調査の対象は先進国の援助を受けたプロジェクト

中心である。 今、注目されるのは、国家や市場経済そしてグローバルな市民社会と関わりなが

ら、地域社会の人びとが自らの生活基盤(生存環境、文化的自律性、社会正義) を維持・向上し

ようとする動きである。本研究はこうした新たなボトムアップの動きを「ポスト開発」という

視点から描写・分析する。 

 
２．研究の目的 

 環境破壊や資源の枯渇が顕著になりつつあるインドにおいて、これまでのトップダウン型の

開 発援助に限界が見え始めている。今、注目されるのは、国家や市場経済そしてグローバルな

市民社会と関わりながら、地域社会の人びとが自らの生活基盤を維持・向上しようとする動き

である。 本研究はこうした新たなボトムアップの動きを「ポスト開発」という視点から描写・

分析する。特に、地域社会の「協同性」のありかたを人びとが再定義することで自らの社会・

文化的な位置付けを向上させようとする動き、また地域社会と国家・市場・市民社会とを新た

につなぎ直そうとする「媒介者」の役割に着目する。「ポスト開発」の具体例として環境運動、

オルタナティブな開発運動、新しい文化・宗教運動を取り上げ、現地調査を通じて、その可能

性と課題を検討することを目的とする。  

３．研究の方法 

 本研究では研究代表者と分担者がこれまでの開発研究では扱われなかったボトムアップ的な

「ポスト開発」の事例をフィールドワークによって具体的に明らかにする。特に新しい協同関

係 の発生とメカニズム、そして「媒介者」の役割に着目し、それぞれの事例の独自性、共通す

る課 題などを定期的に開催する研究会を通じて議論・分析していく。また国内外の学会で「ポ

スト開 発」に関する研究パネルを開き、内外の研究者との積極的な意見交換を行い、「ポスト

開発」という新しい枠組みのさらなる理論化を目指す。  

４．研究成果 
 



 これまで評価されてこなかった「媒介者」に着目し、広義に定義された開発が国家や国際機

関主導ではなく、人々が積み上げていく形の「ポスト開発」という概念が、徐々に明確になっ

てきているだけでなく、現地でのフィールドワークによって具体的な事例の積み上げができた。 

 それぞれが３年間で行ってきたフィールドワークによって、これまで着目されたこなかった

様々な運動が見えてきた。例えば、池亀が調査したカルナータカ州ではグルを媒介者とした開

発プロジェクトでは、深刻な水不足に直面している農村地域で新しい灌漑事業が始まっている

ことや、旧不可触民ダリットのグルによるソーラーランプ配布事業や土地権回復運動の盛りを

見せていることが明らかになった。田辺はオディシャー州・ニヤムギリ地域のドングリア・コ

ンドをめぐる「開発」状況について調査し、鉱山開発のために金と権力で彼らを移動させる「排

除の政治」の代わりに、企業や政府が支援する NGO 群がコンドたちを開発支援・教育支援をし

て、平地でのメインストリームに合流させる「主体化の政治」が広く行われるようになったこ

とを明らかにした。また石坂は日本発の「自然農法」がインドで代替的な方法として影響力を

増している現状について明らかにした。これは２０世紀中葉の緑の革命以降、農薬や化学肥料

によって農業生産性を上げてきた農民たちが、そうしたモノカルチャー的な農業に限界を感じ、

代替的な農法を模索していることの現れである。一方で、こうした環境主義が近年問題視され

ているヒンドゥー至上主義とも結び付いている状況もあり、今後も引き続き観察していく必要

のある重要な課題である。また竹村はシンガポールにおけるタミル系移民による新たな伝統の

創造について明らかにしている。ここでは南インドに起源を持つバラタナーティアムや低カー

ストの太鼓などがシンガポールという新しい文脈で、形式やスタイルがどのように取捨選択、

あるいは創造され、シンガポールの国民的伝統となっていったかが詳細に調べられた。この過

程でも文化ブローカーというべき数人の存在が重要であること、インドとの親族関係を通じた

ネットワークによる伝統の伝播などが明らかにされた。 

 ３年間の研究では、外国人研究者を招いたセミナーを 2回（2016 年 11 月 25 日開催場所:東

京大学東洋文化研究所、および 2017 年 10 月 22 日、東京外国語大学本郷サテライト ）を開い

た他、ポスト開発概念の発展のための研究会（2017 年 3月 10 日、愛媛大学法学部）を行った。 

 プロジェクト全体で行った大きな業績としては、2019 年 3月 29 日に国立シンガポール大学

南アジア研究プログラムと共同で行った国際ワークショップ Rethinking Development: 

Network, Brokers and Devotion がある。ここではそれぞれが３年間の成果を「ポスト開発」

という概念の枠組みの中で検証しながら、発表を行った。国立シンガポール大学からも多くの

研究者・学生が発表・参加してくれ、非常に意義のある意見交換が行われた。今後はここでの

発表をさらに発展させ、2019 年 10 月にアメリカ合衆国で行われる Annual Conference on South 

Asia でパネル発表を行う予定である（すでに採択済み）。また 6月に東京大学で開かれる国際

会議 Crossing Boundaries でも研究発表を行う予定である。これは移民研究を中心とした文理

融合型の会議であるが、ここでも媒介者や信仰・親族を通じた協同をテーマに本研究プロジェ

クトでの成果を英語で発表する。 
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